
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

○ 実施日  令和 7 年８月１９日（火） 

時 間    14 時 00 分 ～ 16 時 30 分 

 

 ○ 共催（後援）茨城県私立幼稚園・認定こども園連合会 茨城県保育協議会 

           

○ 会 場  ワークプラザ勝田                 

 

○ 参加者  茨城県内幼児教育等関係者 小学校教育関係者 大学教員 

                                      （計 30 名） 

○ 講 師  特定非営利活動法人 日本コオーディネーショントレーニング協会 

（JACOT）副理事長・事務局長 菅野 映 氏 

 

○ 内 容    

「コオーディネーショントレーニングとは」について、講師が資料や実践画像

を用いて分かりやすく解説してくださり、すぐに実習に入ることができた。 

 

・「コオーディネーショントレーニングとは」 

神経と運動の発達に添って、脳と心と身体に刺激を与える指導法。  

幼児期の運動遊びや小中学校の体育や部活動で実践されている。体力・運動能

力の向上、ケガの減少、姿勢や集中力の変容などの効果が報告されている。 

 

   
 

・ 

 

 

令和７年度 全幼研ワクワクプロジェクト研修会報告書 
主催 公益社団法人 全国幼児教育研究協会 
 

「脳と心と体に刺激を与えるコオーディネーショントレーニング 

～動きの多様性と普遍性から考える遊びの本質～」 
 
茨城支部        



 
○報告書は、ホームページに掲載させていただきます。 
 
 
 

 

   
・「くの字運動」「S の字運動」 

脳の命令が体の隅々まで届きやすくなり、動きのキレが増し、つまずきや 

転倒防止にも効果的な運動 

   
・「ラディアン」…バランス感覚と上半身と下半身の連動性を高めていく運動 

   

 ・「二人組になって」…お互いに姿勢や動きの確認をし合い、正しい動きを習得 

 ・「ボールを使って」…新しい技術を効率的に習得できるために考えられた運動 

 

○まとめ（成果と課題） 

参加者は幼児教育関係者が多く、積極的に体を動かしながら充実した研修となっ 

た。空調のきいたホールでの開催で、体調不良者もなく、無理なく楽しみながら運

動することができた。 

   開催通知の周知をより早め、参加者を募ることが課題である。 

 


